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昇し抗炎症作用をもつと示唆されるPAP (Pancreatitis-Associated Protein)ファミリー分子に注目 
した。P A Pファミリー分子は急性塍炎の膊液中に分泌される分子として発見され、構造的にはC-type 





の mRNAの発現経過を比較検討した。Rea卜Time PCRにより、脳外傷後にPAP-IとPAP-IIIの mRNAは 
損傷 1 日から3 日後に一過性に発現していることが明らかになった。PAP-III m R N A陽性細胞は損傷 










の 神経外傷後の特徴的な発現パ タ ー ン を 発見することにより、今後、PAPが脳外傷などによる脳のダ 
メージを推測するためのバイオ•マーカーとして使用できる可能性を示す。以上より、本研究内容を 
総合的に判断した結果、申請者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。
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